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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

次世代のエネルギーアシスト磁気記録媒体では，室温での高い熱擾乱耐性が求められ，10
7
 erg/cm

3 を越え

る高い一軸結晶磁気異方性 (Ku) を備えた材料の開発が必須である．

我々は，六方晶 (hcp) Co-Pt 系合金を次世代媒体に適用することが，

現行の成膜プロセスや結晶配向制御用下地材料についての知見を

引き継げるため有益であると考え，本合金の稠密面配向薄膜の材料

探索を続けている．Co-Pt 合金の結晶構造と磁性に関する研究の歴

史は古いが，スパッタ法により作製される薄膜では，新たな規則相

や積層欠陥 (SFs) 等，平衡状態図に記載されない準安定構造が形成

され，またそれらに対応する Kuは 10
6
 ～ 3×10

7
 erg/cm

3程度の様々

な値が報告されており，未だ構造と Ku の系統的な理解に至ってい

ない．一般に Co 基合金の Kuはスピン− 軌道相互作用によってもた

らされることが知られており，六方晶の格子定数比 (c/a) や SFs，

異種原子の配列周期性により大きく影響を受けると考えられるた

め，スパッタ薄膜についてもこれらを定量的に評価する必要がある． 

一方で我々は，稠密面配向薄膜中の SFs の導入度合いをインプレ

ーン X 線回折装置により定量評価する解析法を確立しており，これ

を種々の非磁性遷移金属合金スパッタ薄膜 (host; Ru, Rh, Ir, Ni, Pd, 

Pt, Cu, Au  Additional; Cr, Mo, W, Ta, Ti) について適用した結果，合

金の平均価電子数 9 が hcp と面心立方構造 (fcc) との臨界であるこ

とを見出している．このような観点からも 9 族元素と 10 族元素と

の合金である強磁性 Co-Pt 合金薄膜中の SFs の導入量には興味が持

たれる．そこで本講演では，種々のプロセス条件にて作製した c面

配向 CoPt 合金薄膜の原子積層構造を評価した結果を説明する． 

2. 2. 2. 2. 実験結果実験結果実験結果実験結果  

Fig. 1 および Fig. 2 に種々の基板温度 Tsub にて作製した hcp 

Co100-xPtx薄膜の SFs の導入度合い Pfccと格子定数比 c/aを Pt 濃度 x

に対して示す．横軸副軸には合金の平均価電子数も付した．Fig. 1

によると Tsub ≥ 300℃では，Pfccは純 Co 薄膜の 0.7%程度から Co50Pt50

薄膜の 100%に向け xに対して単調に増加している．Fig. 2によると，

c/aは Tsub に依らず x < 50 at%では剛体球モデルの理論値 1.633 より

小さく，x = 50 at%付近でほぼ 1.633 となっている．すなわち Co-Pt

合金薄膜は，hcp-fcc の共有結合をもたらす混成軌道の安定性が拮抗

している材料系であり，その原子積層構造は Tsub ≥ 300℃では，概し

て平均価電子数に対応して，軸比と SFs 導入度合いとが決定づけら

れていることがわかった． 

Fig. 1 Integral intensity ratio of I10.0 

to I11.0 in in-plane XRD corrected by 

Lorentz and polarization factors for 

Co100-xPtx sputtered films. The second 

vertical axis corresponds to fcc-like 

stacking faults probability . 

Fig. 2 Lattice constant ratio, c/a for 

Co100-xPtx sputtered films. The 

theoretical value of c/a (1.633) for solid 

sphere model is also shown by a broken 

line. 

20 40 60 80 100

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0

Pt content, x (at. %)

C
o
rr
e
c
te
d
 I
1
0
.0
/I
1
1
.0

P
fc
c
d
is
o
rd
e
r  
(%
)

0

0.5

1

2.5

5

10

100

0.25 0

9.0 109.2 9.4 9.6 9.8

Valence electron number

Tsub (
oC):

300, 400

500, 600

Co100-xPtx

RT, 200

Co Pt

Co100-xPtx
PAr = 3 Pa

hcp fcc

0 20 40 60 80 100

1.60

1.62

1.64

1.66

Pt content, x (at. %)

c
 /
 a

Tsub (
oC): RT, 200, 300

400, 500, 600

Solid sphere

SFs increase

c

a

Nearest neighbor

Co Pt

3pE  4

 186 


